
今年は市制施行50周年
育てよう！夢みる柏をみんなの心で

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス　http://www.city.kashiwa.chiba.jp/

市の人口 (16.8.1 現在 )

３３３，８０７人
1２９，７２６世帯
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主な内容 ＊＊
路上喫煙禁止にご意見を
／防災訓練を開催／アミ
ュゼ柏の利用方法が変更
中高年などの再就職支援
講座／夏休み子ども特集
／知ってる？となり町沼南
特集・柏の50年～伝統
文化編「世代を超えて大
切に今へ」
情報館（講座・講演、お知
らせほか）
街のできごと（フォトニュー
ス）／芹沢　介の世界／
おとなりさん
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～第九～～第九～

と き
と こ ろ
出 演

内 容

費 用
申し込み

来年1月23日㈰午後3時から
市民文化会館大ホール
飯守泰次郎、中園陽江、奥野真理子、星洋二、大門康彦、柏市民コン
サート合唱団、柏交響楽団ほか
交響曲第九番（合唱付き）、女声合唱演奏＝「川の流れのように」ほか、
オーケストラ演奏＝喜歌劇「こうもり」序曲、飯守泰次郎氏による
「第九」の解説
全席自由　一般2,000円　高校生以下1,000円
9月1日㈬から、文化課チケットガイド（市役所第2庁舎4階、☎・℻7167－5785）へ費用を添
えて※柏市民コンサート実行委員会事務局（☎7139－3142）、浅野書店（スカイプラザ内・
☎7164－2040）、髙島屋友の会（☎7144－1111）でも販売しています

問文化課 ☎7167－1494

市制施行
50 周 年
記念事業

　世界的に活躍している指揮者「飯守泰次郎」による市民参加のコンサートです。
力強い演奏と歓喜の歌声をご堪能ください。

飯守泰次郎氏

柏はどう変わるの？
合併によって

　両市町の行政サービス水準の調整により、大部分の事
務を柏市に合わせるため、柏市民の皆さんへのサービス
はほとんど変わりません。また、合併後のまちづくりは、
新市建設計画に基づいた各事業が進められる予定です。

優先的に取り組みます！
（新市建設計画から）

図書館機能の整備・充実
▶

▶

沼南町に図書館分館を整備
するとともに、新中央図書館
のあり方などを検討します

教育委員会が分庁舎へ
現在、市役所第2庁舎4階にある教
育委員会事務局の各部署は、分庁
舎（現在の沼南町役場）に引っ越し
ます。なお、転入学・転校などの手
続きや学校教育相談などの業務に
ついては、引き続き市役所で取り
扱います

▶
幹線道路の整備
沼南センター地区
～沼南町大井～柏
市中心部を結ぶ幹
線道路などを整備
します

▶
コミュニティバスの運行 ほかにも、柏駅東口ダブルデッ

キの整備／総合的な保健・医
療・福祉連携施設の整備／コ
ミュニティセンターの整備など
に取り組みます

市民活動支援
拠点の整備

公共施設へのアクセス向上
と、公共交通不便地域改善の
ため、バスを運行します

　合併をすると、人件費などの経費が節減されたり国
からの財政支援が得られたりします。これらを生かし
て、これまで市単独ではなかなかできなかった事業に
も取り組んでいきます。

変更します！

千葉県知事に申請へ柏市と沼南町

　

柏
市
と
沼
南
町
は
、
合
併
協

議
が
合
意
に
達
し
た
こ
と
か

ら
、
７
月
22
日
に
合
併
協
定
書

へ
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
協
定
締
結
を
受
け
、
柏
市
で

は
８
月
５
日
に
、
沼
南
町
で
は

８
月
３
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

会
の
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
合

併
に
関
係
し
た
三
議
案
が
審

議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
別
掲
「
臨
時
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と
」
の
と
お
り
で

す
。

　

こ
の
議
決
に
よ
り
両
市
町
は

編
入
合
併
す
る
こ
と
を
今
月
中

に
千
葉
県
知
事
に
申
請
し
ま

す
。
知
事
は
県
議
会
の
議
決
を

経
て
合
併
を
決
定
し
、
総
務
大

臣
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
両
市
町
の
合
併
は
、
総
務

大
臣
が
告
示
す
る
こ
と
で
そ
の

効
力
が
発
生
し
ま
す
。

今
後
は
ど
う
な
る
の
？

　

来
年
３
月
28
日
（
月
）
の
合

併
に
向
け
、
両
市
町
は
福
祉
・

環
境
や
税
・
国
民
健
康
保
険
な

ど
各
事
務
事
業
ご
と
の
調
整
や

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
28
日
か
ら
は
新
し
い
柏

市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、「
沼
南
町
を

柏
市
に
編
入
す
る
」
た
め
、
基

本
的
に
は
柏
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
手
続
き

な
ど
は
こ
れ
ま
で
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
。
市
の
エ
リ
ア

が
広
が
る
こ
と
で
使
用
で
き
る

公
共
施
設
が
増
え
た
り
、
合
併

特
例
債
と
い
う
国
か
ら
の
財
政

支
援
を
活
用
し
て
市
内
鉄
道
各

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が
整
備

さ
れ
た
り
と
、
利
便
性
が
向
上

し
ま
す
（
別
掲
「
柏
は
ど
う
変

わ
る
の
？
」
参
照
）。

中
核
市
を
目
指
し
ま
す

　

こ
の
合
併
に
よ
り
、
柏
市
は

面
積
が
百
十
四
・
九
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
「
中
核
市

（
注
）」
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

か
ら
、
合
併
後
の
準
備
期
間
を

経
て
、
中
核
市
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
中
核
市
に
な
る

と
、
こ
れ
ま
で
県
の
管
轄
だ
っ

た
保
健
所
業
務
が
市
に
移
管
さ

れ
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大

し
、
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
【
こ
と
ば
の
説
明
】

　
（
注
）
中
核
市
＝
千
葉
市
な

ど
全
国
で
十
三
の
政
令
指
定
都

市
以
外
の
市
で
、
人
口
三
十
万

人
以
上
か
つ
面
積
百
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が

要
件
。
よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
事
務
権
限
が
強

化
さ
れ
る
。周
辺
で
は
船
橋
市
、

埼
玉
県
川
越
市
、
神
奈
川
県
横

須
賀
市
な
ど
が
あ
る

　

問
広
域
行
政
推
進
室
☎
７
１

６
７
│
１
１
７
３

　

沼
南
町
と
の
合
併
に
関
す
る
議
案
を
審
議
す
る
臨
時
市
議

会
が
８
月
５
日
に
開
か
れ
、
提
案
さ
れ
た
三
議
案
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
沼
南
町
で
も
３
日
、
臨
時
町
議
会
で

同
様
に
可
決
さ
れ
た
た
め
、
両
市
町
は
法
律
に
基
づ
く
手
続
き

を
進
め
る
と
と
も
に
、来
年
３
月
28
日
（
月
）
の
合
併
に
向
け
、

準
備
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
合
併
後
の
中
核
市
移

行
へ
の
準
備
も
始
め
ま
す
。

臨時議会で決まったこと
◇柏市及び東葛飾郡沼南町の廃置分合について
平成17年３月28日から東葛飾郡沼南町を廃
し、その区域を柏市に編入することについて、
地方自治法に基づき千葉県知事に申請します

◇柏市及び東葛飾郡沼南町の廃置分合に伴う財
産処分に関する協議について
合併に伴い、沼南町の財産はすべて柏市に引
き継がれます

◇柏市及び東葛飾郡沼南町の廃置分合に伴う経
過措置に関する協議について
合併に伴い、沼南町の議会の議員と農業委員
会の選挙による委員は、合併特例法の「在任特
例」制度により、柏市の議会の議員と農業委員
会の選挙による委員の各任期まで在任します

沼南町との合併・基礎知識沼南町との合併・基礎知識

●期日は来年3月28日㈪です
●名前は「柏市」のままです
●市役所の場所は現在のまま（柏5丁目
10－1）です。現沼南町役場は市役所の
分庁舎となり、教育委員会事務局と支
所が入ります
●各種市民サービスはこれまでどおり
受けられます。税金や保険料について
も、現在と変わりません
●現在の沼南町の住所は「東葛飾郡沼南
町大島田」→「柏市大島田」のように変
わります

未来志向の合併に向けて



②

と き

と こ ろ
対 象

内 容

費 用
申し込み

8月21日㈯午後3時
～4時半
中央公民館
どなたでも、先着
40人
ユーススタディー
ツアー報告（寺子
屋運動によるイン
ドの教育支援な
ど）、講演「アフ
ガニスタン復興支
援と寺子屋運動」
無料
当日、会場へ直接

文化課内ユネスコ協会事務局
☎7167－1494

問

第1223号平成16年（2004年）8月15日

　

市
で
は
、
平
成
９
年
に
「
ぽ

い
捨
て
及
び
違
反
ご
み
出
し
防

止
条
例
」
を
制
定
し
、
柏
駅
周

辺
の
一
定
の
区
域
で
の
喫
煙
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
条
例
の
改
正
に

つ
い
て
柏
市
廃
棄
物
処
理
清
掃

審
議
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

７
月
29
日
に
行
わ
れ
た
審
議
会

で
は
、改
正
の
骨
子
（
別
掲
「
柏

市
ぽ
い
捨
て
及
び
違
反
ご
み
出

し
防
止
条
例
の
改
正
の
骨
子
」

参
照
）
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
６
月
中
に
い
た
だ
い
た
市

民
の
か
た
か
ら
の
意
見
（
別
表

１
「
市
民
の
か
た
の
意
見
」
参

照
）
や
６
月
26
日
の
ぽ
い
捨
て

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
別
表
２

「
ぽ
い
捨
て
防
止
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
」
参
照
）
を
参
考
に
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
募

集

　

罰
則
（
過
料
）
を
科
す
場
合

の
額
（
現
在
、
上
限
一
万
円
で

二
千
円
を
予
定
）
や
市
民
へ
の

周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た

　

意
見
の
送
付
方
法　

意
見
・

喫
煙
者
か
非
喫
煙
者
の
別
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０

５
４
南
増
尾
五
七
│
一　

柏
市

清
掃
収
集
事
務
所
へ
、
９
月
15

日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
フ
ァ
ク
ス
で

　

問
清
掃
収
集
事
務
所
☎
７
１

７
３
│
５
１
１
１
・
℻
７
１
７

６
│
４
５
３
７

たばこの吸い殻は指定喫煙所などの灰皿へ

３食品包装用ラップ…食器に敷くと洗わずにすみます
４ポリエチレン袋…口を結んで運べます
５携帯ラジオ…ソーラー電池式は電池切れの心配なし
６トイレットペーパー…ふきんなどにも使えます
７電池…使わなくても消耗するので新しいものを
８ウエットティッシュ…手を洗えないときに
９手袋・軍手…作業や防寒対策になります
10小銭…公衆電話をかけるために必要です

ペンライトが役に立った
という意見もありました。
予備の電池もお忘れなく

火を通さず食べられる缶
詰やミネラルウォーター、
インスタント食品など

懐中電灯 食料品

　

来
年
２
月
１
日
（
火
）
か
ら
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
の
ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル
・
プ
ラ
ザ
・
リ
ハ
ー
サ
ル

室
の
利
用
受
け
付
け
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

　

受
け
付
け
開
始
日
に
限
り
、

使
用
希
望
日
が
重
複
し
た
場
合

に
は
、
抽
選
に
よ
り
受
け
付
け

順
位
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
の

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
半
〜

９
時
で
す
。
な
お
、
抽
選
が
終

わ
っ
た
後
は
、
先
着
順
で
利
用

受
け
付
け
を
し
ま
す
。

　

受
け
付
け
開
始
日
は
、
今
ま

で
ど
お
り
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

・
プ
ラ
ザ
は
、
使
用
希
望
日
の

一
年
前
の
同
じ
日
。
リ
ハ
ー
サ

ル
室
は
、
使
用
希
望
日
の
六
カ

月
前
（
ホ
ー
ル
か
プ
ラ
ザ
と
併

せ
て
使
用
す
る
場
合
は
、
一
年

前
）の
同
じ
日
で
す
。
た
だ
し
、

受
け
付
け
開
始
日
が
保
守
点
検

日
・
休
館
日
に
あ
た
る
場
合
や

該
当
す
る
日
が
無
い
場
合
は
、

そ
の
翌
日
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
☎
７
１
６
４

│
４
５
５
２

と き・
と こ ろ

対 象

内 容
費 用
用意する物

申し込み

9月8日㈬＝北柏ふるさと公園、9月22日㈬
＝あけぼの山農業公園、9月29日㈬＝県立
柏の葉公園、10月6日㈬＝増尾城址（し）
総合公園、10月13日㈬＝北柏ふるさと公
園、いずれも午前9時半～11時半（計5回）
市内在住で初めて参加する初心者で、すべて参加
できるかた、25人
撮影の基礎を学びながら緑への関心を高めます
500円
カメラ（デジタルカメラも可）、フィルム、三脚
（あるかただけ）
往復はがきに「柏の貴重な緑の写真教室希望」と
明記し、住所・氏名・年齢・電話番号と返信面の
あて先を書いて、〒277－0001呼塚新田204－2　
柏市みどりの基金へ、8月20日㈮までに郵送で
（当日消印有効）※応募者多数の場合は抽選

問柏市みどりの基金 ☎7160－3120

対 象

活動内容

報 酬

申し込み

そ の 他

市内在住・在勤・在学で知識・技能・生活の知
恵などを持っていて、生涯学習活動の手伝いが
できるかた
①市民が自主的に行う講座などの講師、学校の
課外活動の指導など②学習グループの組織化に
向けての指導など③市が主催する生涯学習行事
への協力など
原則として無償※活動に必要な交通費・教材費
などは依頼者側の負担とすることができます
社会教育課（市役所第2庁舎4階）で配布する申
込書に必要事項を書いて、8月25日㈬までに社
会教育課へ直接持参を（土・日曜日を除く）※
申込書の郵送を希望するかたは電話で請求を
登録には、9月4日㈯午後2時～3時半に中央公
民館で行う研修会への参加が必要です

問社会教育課 ☎7167－7638

受
付
開
始
日
は
抽
選
で
決
定

利
用
受
け
付
け
方
法
が
変
更

市
内
の
路
上
喫
煙
の
禁
止
な
ど

条
例
改
正
へ
意
見
を
募
集

日
々
の
備
え
が
大
切
！

富
勢
中
で
防
災
訓
練
を
開
催

アンケート項目 喫煙者 非喫煙者 ノーコメント 合計
人 ％ 人 人 人％ ％ ％

柏駅周辺で
は指定喫煙
所以外は条
例で喫煙が
抑制されて
いることを

知っていた

知らなかった

市内全域の
道路で歩き
たばこを全
面的に禁止
すべきか
条例に違反
してぽい捨
てした人か
ら罰則（過
料）を取る
べきか

全面的に禁止
区域を限って禁止
どちらともいえ
ないなど

必要最小限
の指定喫煙
所を設置す
べきか

罰金を取るべき

氏名公表にとどめる
どちらともいえ
ないなど
設置すべきでない
設置すべき
どちらともいえ
ないなど

322 54

274

295
227

74

288

172

136

75

32
489

46

49
38

13

48

29

23

13
82
5

639

600

975
220

894

165

180

365
789

44

85

52

48

79
18

13

72

15

29
64
7

3

7

14

5
6

5

3

2
6

10

13

13

33

67

24
29

47

24

14

62

9
29
62

968

888

1,275
453

128

1,187

340

329

442
1,284
130

52

48

69
24

7

64

18

18

24
69
7

■表 2　ぽい捨て防止アンケートの結果

（回答者数 1,856 人）

■表 1　市民のかたの意見

（応募数 27 件）

市内全域の道路における喫煙や歩
行喫煙を全面的に禁止すべきか

主な検討点に対する意見

駅前などのたばこのぽい捨てが多い
場所を禁煙強化区域とし、必要最小
限の指定喫煙所を設置すべきか

禁止すべき
禁止すべきでない
設置すべき

設置すべきでない

23
1
9
2

罰則（過料）制度の創設

ＰＲの徹底
たばこ以外のぽい捨てを追加
事業者責任
車両からのぽい捨て禁止
歩道上の自転車・看板の撤去
公園を強化区域に
学校・公共施設周辺を強化区域に

その他の意見
10

2
2
2

歩行喫煙の危険性 5
バス停留所の喫煙・ぽい捨て禁止 3

2
1
1
1

件数

アミュゼ
柏

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
│
│
。
こ
れ
ら

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
日
々

の
備
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

防
災
訓
練
を
開
催

　
「
８
月
29
日
午
前
９
時
ご
ろ
、

南
関
東
地
域
に
お
い
て
大
地
震

が
発
生
。
柏
市
で
は
震
度
６
強

を
記
録
し
、
市
内
全
域
で
家
屋

の
倒
壊
や
道
路
が
損
壊
。
数
カ

所
で
火
災
が
発
生
し
、
多
数
の

死
傷
者
や
要
救
助
者
が
発
生
し

た
。
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
水

道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
に

甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
供
給
は

停
止
し
、
市
民
生
活
は
困
難
を

極
め
て
い
る
状
況
」と
想
定
し
、

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
を
通
し
て
、
防
災

に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得

し
、
日
ご
ろ
の
備
え
も
万
全
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う（
別
掲「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
役
立
っ
た

グ
ッ
ズ
ベ
ス
ト
10
」
参
照
）。

　

と
き　

８
月
29
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
半

　

と
こ
ろ　

富
勢
中
学
校

訓
練
内
容　

住
民
避
難
誘
導

訓
練
・
緊
急
避
難
路
確
保
訓
練 

・
情
報
通
信
訓
練
・
初
期
消
火

訓
練
・
起
震
車
煙
体
験
ハ
ウ
ス 

・
応
急
救
護
訓
練
・
炊
き
出
し

訓
練
・
航
空
機
情
報
収
集
伝
達

訓
練
・
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
・
物

資
搬
送
訓
練
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

訓
練
な
ど

　

そ
の
他　

当
日
の
午
前
９
時

に
、
富
勢
地
区
の
防
災
行
政
無

線
塔
（
パ
ン
ザ
マ
ス
ト
）
か
ら

訓
練
開
始
の
放
送
を
流
し
ま

す
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

　

柏
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂

　

柏
市
地
域
防
災
計
画
（
震
災

編
、
風
水
害
等
編
、
大
規
模
事

故
編
、
資
料
編
）
を
改
訂
し
ま

し
た
。

　

大
規
模
事
故
編
は
、
大
規
模

な
火
災
・
危
険
物
災
害
・
鉄
道

災
害
・
道
路
災
害
・
放
射
性
物

質
事
故
な
ど
、
自
然
災
害
以
外

へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
新
た

に
追
加
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
図
書
館
本
館
・

分
館
と
行
政
資
料
室
（
市
役
所

第
二
庁
舎
一
階
）
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
防
災
安
全
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
１
５

■柏市ぽい捨て及び違反ごみ出し防止条例の改正の骨子
１禁煙強化区域内の道路等における指定喫煙所以外の喫煙
の全面禁止
２市内全域の道路における歩きたばこ（いわゆる「路上喫
煙」）の禁止。ただし禁煙強化区域の外にあっては、他の
通行の妨げとならない適宜の場所に停止し、かつ、携帯
用の灰皿を使用する喫煙行為を除く
３ぽい捨て及び上記の違反行為に対しての過料を科すこと



③

　

夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

　

▽
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

　

と
き　

８
月
24
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
2
時
〜

4
時

　

対
象　

幼
児
〜
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
可
）、
各
回
先
着
三

百
人

　

内
容　
「
ム
ー
ミ
ン　

消
え

な
い
お
ば
け
」、「
ト
イ
レ
の
花

子
さ
ん
」、「
長
靴
を
は
い
た
猫
」

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
☎
７
１
６
４

│
４
５
５
２

　

▽
新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

８
月
25
日
（
水
）
午

前
10
時
半
〜
正
午
、
午
後
1
時

半
〜
3
時

　

対
象　

幼
児
〜
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
可
）、
各
回
先
着
百

人
　

内
容　
「
忍
た
ま
乱
太
郎
」、

「
一
休
さ
ん
」、「
モ
ジ
ャ
公
」

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
６
７
│
１
２
７
６

　

▽
南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

８
月
25
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
半

〜
3
時
半

　

対
象　

幼
児
〜
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
可
）、
各
回
先
着
百

人

　

内
容　
「
プ
ー
さ
ん
と
は
ち

み
つ
」「
忍
た
ま
乱
太
郎
」
な

ど
　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
７
３
│
１
０
０
０

平成16年（2004年）8月15日

と き

と こ ろ
対 象

内 容

費 用
申し込み

9月4日～来年2月19日の毎週土曜日午前10時～正午
（12月25日、1月1日、2月12日を除く、計22回）
柏市国際交流協会（旭町1丁目）
市内在住で、柏市国際交流協会の会員として日本
語学習支援活動に参加でき、全回参加できるか
た、30人
日本語ボランティア活動に直接役立つ日本語と日
本語指導の専門知識を学びます
5,000円※教材費などは実費
往復はがきに「日本語指導ボランティア養成講座
希望」と明記し、住所・氏名・電話番号を書い
て、8月20日㈮までに、〒277－0852旭町1丁目4－
18後藤ビルⅢ3階　柏市国際交流協会事務局へ郵送
で（当日消印有効）※応募者多数の場合は抽選

柏市国際交流協会事務局 ☎7144－1300
国際交流室 ☎7167－0941問

と き

と こ ろ

内 容

交 通

そ の 他

8月22日㈰午前9時半～正午
※雨天実施
柏市リサイクルプラザリボ
ン館
子どもたちが要らなくなっ
たおもちゃや洋服などを販
売します。他に、クイズや
牛乳パック工作、綿あめ、
ヨーヨー釣りなど
柏駅西口から「市内循環」
バスで「柏市リサイクルプ
ラザ前」下車、徒歩3分
出店者を募集します。8月18
日㈬までに柏市リサイクル
プラザリボン館へ電話で申
し込みを※8月16日㈪は休館

柏市リサイクルプラザリボン館 
☎7199－5082問

ウェルカム・キッズ！！

第1223号

講座名 とき ところ 対象 内容 申し込み

①おはな
し会

8月27日㈮
午前10時半
～11時半

光 ケ 丘
近 隣 セ
ンター

5歳児～小学生、
先着30人（幼児
は保護者同伴）

絵本・小学生向
けの本の紹介、
読み聞かせなど

当日、会場へ直接

②おばけ
やしき

8月28日
㈯午後1
時～3時

光 ケ 丘
児 童 セ
ンター

どなたでも、先
着60人（幼児は
保護者同伴）

子ども実行委員
会が作ったおば
けやしきを体験

8月17日㈫午後2時か
ら、光ケ丘児童センタ
ーへ電話か直接

③変わりキ
ューブを
作ろう

8月20日
㈮午後2
時～4時

南 部 近
隣 セ ン
ター

小学生以上、
先着16人

折り紙で形が
変化する立体
形を作ります

8月17日㈫午後2時か
ら、南部近隣センター
内遊戯室へ電話か直接

④手縫いに
挑 戦！ぞ
うきん作り

8月26日㈭
午前9時半
～11時半 布 施 近

隣 セ ン
ター

小学生以上、先着
15人（2年生以下
は保護者同伴）

手縫いでオリ
ジナルぞうき
んを作ります

④は8月17日㈫、
⑤は8月18日㈬午
後2時から、布施近
隣センター内遊戯
室へ電話か直接

⑤宇宙ご
まを作
ろう

9月5日㈰
午前9時半
～11時半

小学生以上、
先着20人

折り紙で立体
的なこまを作
ります

■児童センターの催し　　　　　　　　　　　　　　　　　※費用は無料

①は永楽台児童センター ☎7163－4050、②は光ケ丘児童センター ☎
7170－7600、③は南部近隣センター内遊戯室 ☎7173－1333（午後1時～5
時）、④・⑤は布施近隣センター内遊戯室 ☎7135－3960（午後1時～5時）

問

ま
だ
間
に
合
う
！

　

国
道
16
号
と
大
島
田
交
差
点
で
交

わ
る
県
道
を
我
孫
子
方
面
に
向
か
い

手
賀
沼
に
か
か
る
橋
の
た
も
と
に
、

道
の
駅
「
し
ょ
う
な
ん
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
手
賀
沼
に
沿
っ
て
印

西
方
面
に
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進

み
、手
賀
曙
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
、

手
賀
沼
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
漁
業
組
合
が
運
営
す
る
施

設
で
、
釣
り
堀
と
養
殖
場
を
併
設
し

て
い
ま
す
。
釣
り
堀
で
は
、
ニ
ジ
マ

ス
、
フ
ナ
、
コ
イ
、
テ
ィ
ラ
ピ
ア
な

ど
が
釣
れ
ま
す
。

　

家
族
で
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
手

賀
沼
を
一
望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
新
鮮
な
魚
料
理
を
味
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
手
賀
沼
観
音

像
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
19

年
に
、
手
賀
東
部
国
民
学
校
に
移
動

中
の
女
子
教
員
が
水
死
す
る
な
ど
、

手
賀
沼
で
の
水
死
者
が
多
く
、
そ
の

供
養
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

近
く
に
は
、
県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
や
手
賀
の
丘
公
園
が
あ

り
、
休
日
に
は
家
族
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
山
林
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
自

然
が
い
っ
ぱ
い
の
公
園
で
す
。
手
賀

沼
を
一
望
で
き
る
展
望
台
、
夏
に
は

水
遊
び
が
楽
し
め
る
親
水
池
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

残
り
少
な
い
夏
休
み
、
家
族
み
ん

な
で
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
公
園
で

遊
ん
だ
り
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

問
沼
南
町
農
政
課
☎
７
１
９
１
│

１
１
１
１

　

手
賀
沼
を
一
望
で
き
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

14

　

総
務
省
に
よ
る
６
月
の
統
計

結
果
で
は
、
全
国
で
就
業
者
数

が
六
千
三
百
七
十
四
万
人
で
、

前
年
同
月
よ
り
三
十
七
万
人
減

と
、
七
カ
月
ぶ
り
に
減
少
し
ま

し
た
。

　

市
内
に
は
、
就
業
相
談
窓
口

と
し
て
柏
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
末

広
町
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た

い
か
た
の
た
め
に
仕
事
の
相
談

・
紹
介
を
行
う
「
柏
パ
ー
ト
バ

ン
ク
（
☎
７
１
４
５
│
６
１
１

４
）」、
お
お
む
ね
五
十
五
〜
六

十
四
歳
の
か
た
の
相
談
を
行
う

「
柏
高
年
齢
者
職
業
相
談
室（
☎

７
１
４
５
│
８
５
４
２
）」、
職

業
適
性
診
断
や
能
力
開
発
の

紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
能
力
開
発
・
就
業
支
援

相
談
室
（
☎
７
１
４
６
│
０
８

８
０
）」
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、柏
市
勤
労
会
館
で
は
、

働
く
か
た
の
文
化
・
教
養
の
向

上
や
福
祉
の
増
進
を
目
的
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
や
研
究

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
会

議
室
を
貸
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
を
一
般
に
開
放
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
再
就
職

を
支
援
す
る
た
め
の
講
座
（
別

表
「
再
就
職
支
援
講
座
」
参
照
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

と き

と こ ろ
対 象
内 容

費 用
申し込み

9月15日～29日の毎
週水曜日・9月30日
㈭、午前10時～正
午（30日は17時ま
で）（計4回）
中央公民館ほか
市内在住で成人のかた、先着30人
「環境に配慮した安全な食生活を
送る方法」「サマータイムを知
る」「ＩH体験クッキング（館外
学習、30日）」など
無料（30日の昼食代は実費）
8月16日㈪午前9時から、中央公民
館へ電話か直接

問中央公民館 ☎7164－1811

9 月 7 日
㈫ ・ 8 日
㈬午前10
時～午後
5時（計2
回）

市内在住の中
途離職・定年
退職などをし
たかたで、再
就職を目指す
40歳以上の
かた、20人

自己分析、
再就職活動
の進め方、
履歴書の書
き方、面接
の受け方

往復はがきに講座名
を明記し、住所・氏
名・年齢・電話番号
・自分の現況と返信
面のあて先を書い
て、〒277－8505　
柏市役所商工課へ、
①は8月25日㈬、②
は8月31日㈫までに
郵送で（必着）※応
募者多数の場合は抽
選

①・②は商工課☎7167－1141、③は柏市シルバー人材セン
ター☎7166－6681

①
中
高
年
の
た
め
の

再
就
職
支
援
講
座

とき 対象 内容 申し込み

②
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支

援
講
座

9月14日～
10月5日の
毎週火曜
日午前10
時～午後0
時半（計4
回）

市内在住の育
児・介護等で
離職し、再就
職を目指す女
性で、パソコ
ンの基礎がで
き、インター
ネット経験が
あるかた、
20人

履歴書の
書き方、
面接の受
け方、再
就職活動
へのパソ
コンの活
用法など

③
高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

1 0月4日
㈪～28日
㈭午前9
時～午後
4時（土・
日曜日、祝
日を除く、
計18回）

市内在住の
おおむね60
～65歳で、パ
ソコンの基本
操作ができる
就 職 希 望
者、28人

総務・経
理に生か
せるパソ
コン講習

往復はがきに「高齢者
の再就職をめざすパソコ
ン講座希望」と明記し、
住所・氏名（ふりがな）・
生年月日・電話番号と返
信面のあて先を書いて、
〒277－0005柏255－
33　柏市シルバー人材
センターへ、8月30日㈪ま
でに郵送で（必着）※応
募者多数の場合は抽選

講座名

※会場は①・②は勤労会館、③は富士コンピュータ専門学校（松
戸市）。費用は①は無料、②は1,000円（テキスト代）、③は
1,785円。②は保育あり（2歳～未就学児、先着若干名。希望
者ははがきに幼児の氏名と年齢の記入を）

■再就職支援講座

千葉キャリア交流プラザの就職活動支援セミナーの会員を募集
中高年で離職したかたの再就職を支援する会員制のセミ
ナーを行います。対象　45～59歳で、①管理的職業（課
長職以上）②技術的職業③専門的職業のいずれかの実務
経験が3年以上あるかた※千葉人材銀行に求職登録の必
要あり　内容　キャリアシートの作成、面接の準備、パ
ソコン実習など　費用　無料　◎申し込み方法など詳し
くはお問い合わせください

問千葉人材銀行☎043－238－8200

問

私に向いている仕事は何だろう…

子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
特
集

夏休み
後半

再
就
職
を
支
援
し
ま
す

中
高
年
・
女
性
の
た
め
の
講
座
を
開
催
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柏の　　年50

世代を超えて
大切に今へ

伝統文化編

特集　市制が施行されて50年。柏は、商業や交通、街並みを新しくしながら発展し
てきました。しかし、古くからの伝統も生き生きと息づいています。昔の人々は、
自然への畏敬や豊作の願いを占いや舞踊に託してきました。また、物を作る人々
の手から、美しく卓越した技も生まれました。こうしたすばらしい伝統は、場所
や姿を少しずつ変えながらも、保存会のかたなどの手により今も大事に守られ、
世代を超えて新しいものと共存しています。今回は50年の歳月の中で受け継が
れてきた伝統文化を紹介します。

篠籠田の三匹獅子舞

大室の盆綱

浦安の舞

八朔相撲

雨を呼ぶ竜

　篠籠田の西光院で行われる夏の行事で、江戸時代、徳川五代将軍綱吉のころに始

まったといわれます。一種の雨乞いの行事で豊作祈願として行われます。篠籠田は

古くから稲作が盛んだったため、水は極めて大切で、水に縁のある竜神を信仰する

ようになりました。そのため篠籠田の獅子は竜神をかたどる「竜頭の獅子」です。
いろいろな動物が登場

　獅子、ひょっとこ、さる、きつね、花笠、金棒びき、はやし方で構成されます。

毎年8月16日、境内に竹を立て、しめ縄を張った中で行われます。はじめは境内を

清める「猿舞い」で、まかれた塩をあびると無病息災に恵ま

れるとか。次は獅子舞で「女獅子」「中獅子」「大獅子」と続

きます。各種の舞が終わると、獅子はしめ縄の中央にすすみ

出て雨乞いの唱えごとをし、最後に「足じめ」で舞は終わり

ます。昭和50年12月、県無形文化財に指定されました。

　三匹獅子舞はお盆のさなかに
行う雨乞いの行事。ちょうど練
習真っ最中の、地元の保存会の

皆さんを訪ねてみました。本番前最後の練習とあ
って、総勢20数人が集まり、熱気ムンムン。
　まずは、獅子の舞いから始まりました。踊って
いる間はずっと中腰の姿勢のままの上、顔も動か
し続けます。それでも、「もっと腰を低く」「出す
足が逆」など指示が飛びます。一通り踊れるまでには、4、5年はかかるとか。
　次は子どもたちの猿舞いです。踊った後、子どもたちの「疲れた」の言葉に、

「本番はお面をかぶっているから、息ができなくて
もっと疲れるよ」と先輩から厳しい一言も。
　猛暑の中を舞うのも大変なことですが、20数曲
以上を吹き続ける笛方の苦労も並大抵ではありま
せん。
　さて本番では、練習の成果はもちろん、そんな
苦労も思いながら、伝統の舞いをご覧ください。

体験レ
ポート

綱引きで占い

　夏の夜、大室地区で行われる行事に盆綱があります。江戸時代、徳川は五代将軍

綱吉の元禄12年7月13日、若者たちが青ガヤなどを刈り集めて太い綱をつくり、暮

六ツの刻限（午後6時）を合図に東の組西の組に分かれて綱引きを行い、その年の

吉凶を占ったのがはじまりといいます。
決して休まず、ただ1度だけ…

　近年では、8月15日と定められ、戦時中も、大水害の年も休みなく行われてきま

した。ただ1度、昭和20年、敗戦の玉音放送を聞いた時は、よりあがったばかりの

綱を真二つに切って中止しました。盆綱の日は、朝から屈強な若者による綱つくり

からはじまります。20メートルほどの荒縄数本をより合わせた元綱に、青ガヤと若竹を織り込んで巨大

な綱がつくられます。綱の中央部分を太くし、そこに神霊が宿ることを象徴しました。夜9時過ぎ、盆お

どりが終わるころ拍子木の合図とともに若者たちが二手に分かれて綱を引き合います。綱引きは3度行わ

れ、最後は勝敗をとらずに、綱のまん中を、大のこぎりで切断して、双方勝ち負けなしとし、全員の手

じめで行事が終わります。
そして幻に

　大室ふるさとセンター前の道路で平成9年まで行われていましたが、残念ながら平成10年に、会員不足

と綱の材料の入手困難を理由に休止され、以来、現在まで行われていません。

　柏で生まれるすばらしい伝統工芸のいくつかを紹介
します。こんなにすごい技を持つ職人が市内で活躍し
ていたこと、知っていましたか？この中のいくつかは
市役所第2庁舎1階ロビーにも展示してあります。

国道6号

JR常磐線至松戸 至我孫子

至野田

北柏駅
北口

富勢小
○布施弁天

富勢中
富勢出張所

布施近隣
センター

至大利根
　有料道路
水生植物園
○

あけぼの山農業公園
富勢東小

あけぼの山公園入口

交通　我孫子駅北口から、あけぼの山公園
入口行きバスで終点下車、徒歩7分

N
○

○ ○

○

○

県
道
関
宿・我
孫
子
線

利
根
川

夏

冬国家の安泰を祈って

　柏だけに伝わっているというわけではありませんが、

毎年元旦に、増尾の廣幡八幡宮で行われます。巫女舞（み

こまい）自体の歴史は古く、神をなぐさめたり、神がか

り的な占いの一種であったといわれます。「浦安」は「心

安（うらやす）」に通じ、昭和15年、昭和天皇が作られ

た和歌に振り付けたもので、「あめつちの　かみにそいの

る　あさなぎの　うみのごとくに　なみたたぬよう」と

国家の安泰を祈って舞われます。
見た目は簡単そうですが…

　本来は4人の巫女さんによる舞ですが、廣幡八幡宮では

2人で舞い、昭和38年から奉納されています。始めた当初、

毎年定期的に舞われるところはほとんどありません

でした。同じ節を2回、1回目は扇、2回目は鈴を持っ

て優雅に舞いますが、ゆっくりとした大きな動きは、

太極拳の動きからも想像できるように、2人でタイミ

ングを合わせるのが難しく、体力的にも大変なこと

だそうです。

○

○

○

○

●

柏七小

高田小
西光院

三間

至柏駅西口

至柏の葉
公園

国
道
　 
号
16

柏警察署
大堀川

至野田

至千葉国道
６号

勝
橋新

橋

柏中
至松戸

至
取
手

交通 柏駅西口から、松ケ崎循環バスで「三
間」下車、徒歩2分

N

8月1日は秋だった

　徳川八代将軍吉宗の時代から富勢地区に伝わる

八朔（はっさく）相撲。五穀豊じょうを願うとと

もに、働く農民たちの慰安を兼ねて、八朔（旧暦

の8月1日）に布施弁天の境内で行われたといいま

す。八朔には古く農家で新穀の贈答や豊作祈願な

どの行事が行われ、後に一般化して贈答の慣習を

生みました。
伝統はよみがえる

　一度は農業から若者が離れていくとともにさび

れ、昭和36年を最後に途絶えてしまいました。し

かし、地元の協力で平成7年から、あけぼの山農業

公園に場所を移して実に34年を経て復活。現在は

毎年10月第1週ごろに行われています。

今年の予定

と き

ところ

8月16日㈪午後4時ご

ろから

西光院（篠籠田1214。

左上の地図参照）

ここで見られます！～西光院

ここで見られます！
～あけぼの山農業公園

「ぶしゃ」→「おびしゃ」？

　おびしゃとは、関東地方東部で行われる春の農村行事で、もとは歩射（ぶしゃ）

の神事で、弓で的を射て、その年の豊凶を占う、いわば五穀豊じょう祈願の行事。

ほかの地域でのおびしゃが、今は土地の人々が集まって酒食をするだけの、いわ

ば「村寄合」になっているところが多いなかで、船戸のそれは異色です。その起

源は徳川二代将軍秀忠のころにさかのぼり、村びとのほか船戸役所の代官もこの

座に招かれて楽しんだといいます。
神話をモデルに

　船戸天満宮の祭礼で、毎年1月20日に、医王寺に場所を借りて酒食の膳が用意

され、まず「三助踊り」から始まります。礼装のだんなとお供のやっこ姿の三助

とが客を接待する口上を述べ、神前にお神酒が献じられ一同の酒盛りとなります。

次に「三番叟（さんばそう）」が舞われ、ハイライトは天の岩戸の故事にならった「お

かめ踊り」です。火男（ひょっとこ）が木とささら竹をすり合わせ、「天鈿女命（あ

まのうずめのみこと）」であるおかめの足元を照らしながら、ともに踊ります。
そして今…

　現在は、場所を船戸会館（別掲地図参照）に移し、日にちも1月20日の直前の
日曜日に変えて、行われています。

船戸のおびしゃ

今年の予定

と き

ところ

10月2日㈯午前9時～

午後3時

あけぼの山農業公園

木釘

琴

理美容ばさみ

下総玩具

ビーズ工芸
　理美容ばさみを手作業で作って
いる職人は、全国でもほとんどい
なくなっていますが、手作業で作
られたものは、手の疲労が少なく、
切れ味も衰えないとされています。
石田源太郎さんは全国でも5指に入
る名人といわれ、横綱千代の富士
関の断髪式用のはさみも作りまし

た。現在は息
子の竜夫さ
んが後を継
いでいます。
問石田製作
所 ☎7133－
3640

至
柏

○
柏南高

○
郵便局

東口

増尾近隣センター

土小土中 ○
東
武
野
田
線 増

尾
駅

○
○

N

交通　東武野田線増尾駅東口から、タクシ
ー5分

廣幡八幡宮●

○
ニッカウヰスキー

柏工場

○
ゴルフセンター

県
道
市
川・柏
線

ここで見られます！～廣幡八幡宮

　木釘は、豊四季の開拓者の副業とし
て、昭和30年ごろまで豊四季の特産品
でした。桐のたんすや箱の組み立てに
欠かせないものでしたが、洋家具と接
着剤の普及により需要が減ってしまい
ました。写真は木釘職人の秋山三郎さ
んによるものですが、残念ながら現在
は亡くなっており後継者はいません。

　江戸時代中期に考え出された山田流の技法で琴作りを続け
ている、全国でも数少ない職人です。生木から本体の仕上げ、
部品の取り付けや装飾までを、すべて手作業で、2カ月近く
かけて完成させます。現在はお弟子さんが後を継いでいます。

昨年に亡くなった今村靖彦さん作
のものは木更
津市の上総博
物館でも保管
されていま
す。
問今村製作
所 ☎7172－
2509

　昭和24年か
ら柏に工場を
構え、デザイ
ンから縫製ま
で一貫して手
がけています。
父親から仕事
を受け継ぎ、
50年以上のキ
ャリアを持つ
仙田秀一さん
は、「割りに合
わないと思うこともありますが、作
っているときは良いものを作りたい
一心」といい、平成6年度には現代
の名工として県の卓越技能賞も受賞
しています。すべてガラス製のビー
ズを使い、細い特殊な針で、一針一
針手作業で縫い付けられた作品は、
美しさと同時に使いよさ、シンプル
さ、堅固さを兼ね備えています。
問柏ビーズ ☎7143－4181

○
○

○

●

柏駅 北柏駅

船戸天満宮

至千葉

国道6号

JR常磐線

至松戸

至我孫子

柏I.C

利根運河至野田

田中北小

柏市公設市場

西口

船戸会館

船戸木戸

常磐自動車道

交通 柏駅西口から、野田市駅行きまたは柏
市立高校行きバスで「船戸木戸」下車、徒歩
8分

N
県
道
関
宿・

　

我
孫
子
線

国
道
16
号

ここで見られます！～船戸会館

　松本節太郎さんが創設した「下
総玩具」。戦災で昭和20年に柏に移
住してきてから、柏の土で手びね
りの人形を作ったのが始まりです。
ユーモアにあふれ、素朴で生き生
きとした作風で、柏駅西口の歩道
橋にも飾られています。
問松本節太郎資料室 ☎7146－6800

　各地方に伝承されてき
た民俗文化の祭りばやし。
逆井に伝わるおはやしを
守っていこうと活動され
ている保存会のかたにお
話を伺いました。

　おはやしは、室町時代の
京都に始まり、関東一円
には江戸時代ぐらいに伝
わったと言われています。
保存会で現在も使用して

いるかねの一つに、「文政十一年亥年」と記され
たものがあり、逆井囃子にも160年以上の歴史が
あることを物語っています。
　大太鼓1人、小太鼓2人、横笛1人、かね1人で
構成しますが、小太鼓2人が同じリズムを打つの
ではなく、「先ぶち」「後ぶち」とに分かれ、違う

逆井中では、逆井囃子保存会の人た
ちを講師に、授業の中でおはやしに
取り組み、昨年度、ほのぼのプラザ
ますおで行われた「あいあいまつり」
などで成果を発表しました

タイミングでお互いのリズムの合間に打ってい
くのが逆井囃子の特徴です。転がるような、耳
に心地いいおはやしで、毎年7月15日に行う、逆
井の富士浅間（せんげん）神社のお祭りで披露
します。ほかの所へ呼ばれて演奏しにも行きま
すね。
　決まった楽譜がなく、実際の演奏を見聞きし
て、体で覚えこんで伝えられてきたので、「テン
ツクテン」「ヒャラトロヒャー」のような、太鼓
や笛を覚える言葉しか残っていません。そのた
め、強弱や調子などを覚えるのが大変難しく、
昔は一家から1人ずつ人を集めて練習したりもし
ましたが、最初は100人ほどいた人が、最後には
3人になってしまったこともあります。自分でば
ちを作り、丸太を打って練習したものです。50
年ほど前から習っていますが、いまだに1人前に
なれませんよ。後継者不足が心配です。

逆井囃子保存会代表
日暮　一雄さん

伝えていくことが大切～「逆井囃子（ばやし）」
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の
か
た
、

先
着
二
十
人

内
容　

絵
本
の
読
み
語
り

費
用　

無
料

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接問

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

☎
７
１
７
０
│
５
５
７
０

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話

と
き　

９
月
７
日
〜
10
月
26

日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
半

〜
９
時
（
計
八
回
）

と
こ
ろ　

勤
労
会
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
勤
労
者
・
就
職
希
望
者

で
、
基
礎
英
会
話
が
出
来
る
か

た
、
十
二
人

内
容　

受
け
付
け
、
電
話
応

対
の
場
面
で
使
う
英
会
話
を
、

米
国
人
講
師
か
ら
学
び
ま
す

費
用　

千
七
百
八
十
五
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年 

齢
・
電
話
番
号
・
受
講
動
機
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５　

柏
市 

役
所
商
工
課
へ
、
８
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

陶
芸
教
室

と
き　

９
月
８
日
（
水
）・

15
日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜
11

時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ　

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象　

市
内
在
住
で
成
人
の

か
た
、
先
着
二
十
人

内
容　

花
器
や
皿
鉢
等
を
作

り
ま
す

費
用　

二
千
五
百
円
程
度

（
材
料
費
）

申
し
込
み　

８
月
16
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

問
南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
７
３
│
１
０
０
０

パ
ソ
コ
ン
経
理
講
座

と
き　

①
９
月
11
日
〜
25
日

②
10
月
２
日
〜
16
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

（
各
計
三
回
）

と
こ
ろ　

勤
労
会
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
勤
労
者
・
求
職
者
で
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
て
経
理

に
関
す
る
知
識
が
あ
り
、
パ
ソ

コ
ン
を
実
務
に
生
か
し
た
い
か

た
、
各
十
二
人

内
容　

中
小
企
業
向
け
会
計

ソ
フ
ト
「
弥
生
会
計
」
に
よ
る

日
常
会
計
処
理
等
を
学
び
ま
す

費
用　

五
百
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）申

し
込
み　

往
復
は
が
き

に「
パ
ソ
コ
ン
経
理
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、希
望
の
コ
ー
ス（
①

か
②
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
パ
ソ
コ
ン
経
験
の

程
度
・
こ
の
講
座
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
た
い
か
と
返
信
面
の

あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７

│
８
５
０
５　

柏
市
役
所
商
工

課
へ
、
８
月
25
日
（
水
）
ま
で

に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

柏
子
ど
も
健
康
教
室

と
き　

８
月
21
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ
（
柏
の
葉
四
丁
目
）

対
象　

子
ど
も
の
低
身
長
に

不
安
や
悩
み
を
持
つ
保
護
者
、

講
演
＝
先
着
四
十
二
人
、
個
別

相
談
会
＝
二
十
人

内
容　

講
演
と
個
別
相
談
会

費
用　

無
料

◎
事
前
に
申
し
込
み
を

問
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
柏

病
院
☎
０
１
２
０
│
４
４
６
│

８
７
０
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

子
育
て
応
援
者
養
成
県

民
講
座

と
き　

10
月
８
日
〜
来
年
２

月
18
日
の
主
に
金
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時（
時
間
は
変
更
あ
り
、

計
十
回
）

と
こ
ろ　

松
戸
市
民
劇
場
な

ど
対
象　

三
十
〜
六
十
歳
代

で
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関

心
が
あ
る
か
た
、
三
十
人
（
第

一
回
の
10
月
８
日
と
第
二
回
の

10
月
26
日
（
火
）
は
公
開
講
座

で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
二
百
人
）

内
容　

講
義
と
現
場
体
験

費
用　

三
千
円
（
第
一
・
二

回
講
座
の
一
般
参
加
は
千
円
）

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
劇
場

千
葉
県
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
３
│

３
０
１
│
７
２
６
２

２
０
０
４
手
賀
沼
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き　

８
月
22
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

柏
ふ
る
さ
と
公
園

内
容　

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

入
場
料　

無
料

問
手
賀
沼
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
☎
７
１
６

９
│
９
０
９
０

ひ
び
き
園
祭

と
き　

８
月
28
日
（
土
）
午

前
10
時
半
〜
午
後
２
時
半

と
こ
ろ　

ひ
び
き
園
（
知
的

障
害
者
通
所
更
生
施
設
・
十
余

二
）問

ひ
び
き
園
☎
７
１
３
５
│

６
１
１
６

和
太
鼓
御
響
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト　

８
／
22
の
13
時
〜
14
時

45
分
と
17
時
〜
18
時
45
分
、
市
民

文
化
会
館
。
二
千
円
。
鈴
木
☎
７

１
７
２
│
６
７
５
９

Ｉ
Ｔ
Ｃ
柏
ク
ラ
ブ 

９
／
17
の

10
時
〜
12
時
、
勤
労
会
館
。
英
語

で
時
間
内
に
話
を
ま
と
め
る
練

習
。
無
料
。
見
学
自
由
。
目
黒
☎

７
１
３
１
│
６
９
６
１

公
開
講
演
会
「
日
本
の
食
は
安

全
か
？
〜
農
水
省
Ｏ
Ｂ
が
語
る
本

音
の
話
〜
」　

８
／
29
の
14
時
〜

16
時
半
、
中
公
。
無
料
。
小
野
☎

７
１
７
３
│
９
８
８
２

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
マ
マ
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

９
／
15
の
10
時

〜
12
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
生
後

二
〜
七
カ
月
児
と
母
親
。
千
円
。

小
路
☎
７
１
７
２
│
９
０
４
８

柏
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
演
奏
会　

９
／
18
の
19
時
〜
20
時
45
分
、
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ

ッ
プ
ス
ま
で
。
無
料
。
石
川
☎
７

１
７
６
│
１
４
９
６

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
・
フ
ラ
ワ
ー

「G
a
rla
n
d

」
第
三
㈮
９
時
、

西
原
近
セ
。
○入
二
千
円
、
㊊
二
千

円
（
材
料
費
別
）。
金
澤
☎
０
９

０
│
５
４
９
４
│
９
１
７
５

ペ
ン
習
字
「
く
き
の
会
」　

第

一
・
三
㈮
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
歓
迎
。
○入
千
円
、
㊊
二
千

円
。
小
俣
☎
７
１
７
３
│
１
６
０

７
木
版
画
「
創
版
会
」　

第
二
㈯

13
時
＝
中
公
、
第
四
週
の
平
日
13

時
半
＝
寺
島
文
化
会
館
。
初
心
者

歓
迎
。
○入
二
千
円
、㊊
千
五
百
円
。

松
村
☎
７
１
７
４
│
７
０
４
０

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
エ
ー
ス
」　

毎
㈬
・

㈯
13
時
、柏
公
園
。
初
心
者
歓
迎
。

㊊
二
百
五
十
円
。
大
木
☎
７
１
５

２
│
８
７
８
３

誰
で
も
出
来
る
ご
な
ら
べ
会　

毎
㈪
13
時
、
中
新
宿
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
。
㊊
五
百
円
。
吉
田
☎
７

１
７
４
│
５
０
０
１

俳
句
「
千
代
の
会
」　

第
二
㈬

12
時
半
、
豊
四
季
台
近
セ
。
○入
千

円
。
鈴
木
☎
７
１
４
６
│
１
６
５

６
豊
四
季
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル　

第
二
・
四
㈫
９
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。
○入
千
円
、
㊊
千
七
百
円
。
鈴

木
☎
７
１
４
６
│
１
６
５
６

か
な
書
道
「
花
み
ず
き
」　

第

二
・
四
㈬
９
時
半
、
高
田
近
セ
。

○入
千
五
百
円
、
㊊
千
五
百
円
。
大

野
☎
７
１
４
３
│
９
７
４
５

ス
ー
パ
ー
初
心
者
英
会
話　

毎 

㈭
か
㈮
の
午
後
、
西
原
近
セ
。
日

常
・
海
外
旅
行
会
話
。
㊊
五
千
円
。

伊
藤
☎
０
９
０
│
６
１
０
７
│
１

８
８
７

西
原
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

月
三

回
㈯
９
時
半
、
西
原
近
セ
。
○入
千

五
百
円
、
㊊
千
五
百
円
。
見
学
歓

迎
。
川
上
☎
７
１
３
１
│
２
８
９

７
裏
千
家
茶
道
「
な
つ
め
の
会
」

第
二
・
四
㈮
９
時
半
、
北
部
近
セ
。

○入
二
千
円
、
㊊
二
千
五
百
円
。
栗

原
☎
７
１
３
３
│
１
８
２
５

柏
時
事
英
語
サ
ー
ク
ル　

毎
㈯ 

10
時
、中
公
。
中
級
程
度
の
か
た
。

無
料
。
木
村
☎
７
１
６
３
│
１
６

４
８社

交
ダ
ン
ス
「
め
ぐ
み
会
」　

毎
㈪
・
㈭
10
時
半
、
森
山
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
。
○入
千
円
、
㊊
二

千
五
百
円
。
池
田
☎
７
１
６
７
│

３
０
７
６
（
17
時
以
降
）

社
交
ダ
ン
ス
「
ぼ
た
ん
」　

毎 

㈯
13
時
、
中
公
。
初
心
者
か
ら
少

し
踊
れ
る
か
た
ま
で
。
○入
千
円
、

㊊
三
千
円
。
無
料
体
験
あ
り
。
小

田
☎
７
１
６
９
│
０
４
９
１

あ
け
ぼ
の
書
道
会　

第
二
・
四

㈮
10
時
、
旭
町
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。
漢
字
、
か
な
、
ペ
ン
習
字
。

○入
千
円
、
㊊
二
千
円
。
深
谷
☎
７

１
４
４
│
１
４
７
３

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、 ＝入会金、 ＝月会費、 ＝年会費

催
し
・
講
習
会

会
員
募
集

平成16年（2004年）8月15日 第1223号 ⑥

講座名 と　き 対　象 申し込み内　容

9月13日㈪
午後2時～
4時

介護予防
とは？

市内在住・
在勤・在学
で、4 0歳
以上の介
護や健康
に関心が
あるかた、
各40人

介護予防の
考え方と地域
で行われて
いる活動例

9月14日㈫
午後2時～
4時

痛みとのつ
きあい方
（ 整 形 外
科）

加齢による
目・耳・足の変
化とその予
防・治療方
法、療養に要
する機器の
選び方と効
用について、
医師による講
演

9月15日㈬
午前10時
～正午

聞こえと補
聴器（耳鼻
咽喉科）

9月17日㈮
午後3時～
5時

見え方の変
化と目の疲
れ（眼科）

往復はがきに希望
講座名（複数可）
を明記し、住所・氏
名・年齢・電話番号
と返信面のあて先
を書いて、〒277－
0005柏５丁目11－
8　柏市社会福
祉協議会地域福
祉課へ、8月31日㈫
までに郵送で（必
着）※応募者多数
の場合は希望講
座数の多いかたを
優先して抽選

問いきいきプラザ ☎7163－9001

※会場は介護予防センター「い
きいきプラザ」。費用は無料■いきいきプラザ介護予防講座市・県民税第 2期

国民健康保険料第 3期
介護保険料第 3期

☎7167－1122
☎7167－1129
☎7167－1134

納期限は8月31日㈫
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意を

問
市・県 民 税 は 収 納 課
国民健康保険料は保険年金課
介護保険料は介護保険課

講座名 と　き 対　象 申し込み内　容
9月4日㈯・
11日㈯午後
1 時半～ 4
時半（計 2
回）

①初心者の
インターネ
ット・メー
ル教室

市内在住・
在勤で、パソ
コン初心者
のかた、25
人

パソコンやイ
ンターネット・
メールの基
礎を学びま
す

9月12日㈰・
19 日 ㈰ 午
前 9時半～
午後 0時半
（計2回）

②エクセル
初心者コ
ース

市内在住・
在勤で、文
書作成が出
来るかた、
25人

表の作成を
通して、エ
クセルの基
本を学びま
す

9月13日㈪
午後 1時半
～４時半

③オリジナ
ル便せん
・カード作
成講座

市内在住・
在勤で、ワー
ドを使った
ことのあるか
た、25人

ワードで自分
好みの便せ
んとカードの
作り方を学
びます

各講座ごとに、往復
はがきに希望講座名
を明記し、住所・氏
名・年齢・電話番号
と返信面のあて先を
書いて、〒277－0005
柏5丁目8－12　柏市
中央公民館へ、いず
れも8月23日㈪まで
に郵送で（必着）※
応募は1講座につき1
人1通。応募者多数
の場合は抽選。以前
に受講されたかたは
応募できません

問中央公民館 ☎7164－1811

※会場は中央公民館。費用は無料。②・③はDOS
－Vの初期化したフロッピーディスク1枚の持参を

■中央公民館の
パソコン講座

3日㈮・10日㈮午前10時～午後
4時（計２回）。先着10人。430円

古布の裂き織
りでバッグ作り

4日㈯午後1時～4時。先
着10人。無料

ズボンのサイズ
直し

8日㈬午前10時～正午。
先着10人。無料

シュロの葉でか
ご作り

9日㈭午前10時～正午。
先着15人。100円

ペーパークラフト
でブローチ作り

11日㈯午前10時～11時
半。先着25人。無料

ＥＭボカシを使っ
た堆肥化講座

14日㈫午前10時～正午。
先着10人。無料

自転車（パン
ク）修理

16日㈭・30日㈭午前10時～午後
3時（計２回）。先着10人。200円

帯からベスト作
り

17日㈮午前10時～午後3
時。先着20人。100円

古布でわらじ
作り

19日㈰午前10時～正午。
先着10人。無料包丁研ぎ

22日㈬午前10時～午後3
時。先着15人。240円

ネクタイでポシェ
ット作り

26日㈰午後1時～3時。先
着15人。無料

おもちゃや家
庭用品の修理

28日㈫午前10時～午後4
時。先着10人。300円

古着でつば付
帽子

問柏市リサイクルプラザリボン館 ☎7199－5082
※申し込みは8月17日㈫午前9時半から、同館へ電話で
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医
療
公
社
職
員

職
種
・
募
集
人
数　

①
臨
床

検
査
技
師
（
常
勤
）
＝
一
人
②

薬
剤
師
・
視
能
訓
練
士
・
診
療

放
射
線
技
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク（
い
ず
れ
も
非
常
勤
）＝

各
若
干
名

勤
務
日　

①
＝
四
週
六
休

②
＝
相
談
に
よ
る

選
考
方
法　

書
類
、
面
接

給
与
・
賃
金　

①
＝
柏
市
医

療
公
社
の
規
定
に
よ
る
②
薬
剤

師
・
視
能
訓
練
士
＝
千
八
百
円
、

診
療
放
射
線
技
師
＝
千
百
四
十

円
（
経
験
に
よ
る
加
算
あ
り
）、

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
＝
七
百

九
十
円
（
経
験
に
よ
る
加
算
あ

り
）
※
い
ず
れ
も
時
給

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
資
格
免
許
証
の
写
し

を
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布
施

一
│
三　

柏
市
医
療
公
社
へ
、

①
は
８
月
25
日
（
水
）
ま
で
に

（
必
着
）
②
は
随
時
、
郵
送
で

問
柏
市
医
療
公
社
☎
７
１
３

４
│
２
０
０
０

医
療
公
社
の
介
護
職
員
・

看
護
師

職
種
・
募
集
人
数　

①
介
護

職
員
（
非
常
勤
）
＝
若
干
名
②

看
護
師
（
非
常
勤
）
＝
一
人

対
象　

①
＝
訪
問
介
護
員
二

級
以
上
の
資
格
が
あ
り
、
夜
勤

が
で
き
る
か
た
②
＝
看
護
師
の

資
格
が
あ
る
か
た

勤
務
場
所　

①
＝
介
護
老
人

保
健
施
設
は
み
ん
ぐ
②
＝
は
み

ん
ぐ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
時
間　

①
＝
午
前
８
時

〜
午
後
５
時
（
日
勤
）・
午
後

４
時
半
〜
翌
日
午
前
９
時
半

（
夜
勤
）
②
＝
相
談
に
よ
る

選
考
方
法　

書
類
、
面
接

給
与
・
賃
金　

柏
市
医
療
公

社
の
規
定
に
よ
る

採
用
予
定
日　

９
月
１
日

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
資
格
免
許
証
の
写
し

を
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布
施

一
│
三　

①
は
柏
市
立
介
護
老

人
保
健
施
設
は
み
ん
ぐ
へ
、
②

は
は
み
ん
ぐ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
、
８
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接

持
参
を

問
①
は
介
護
老
人
保
健
施
設

は
み
ん
ぐ
☎
７
１
３
４
│
０
６

６
０
、
②
は
は
み
ん
ぐ
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
７
１
３
４

│
２
１
２
２

予
備
保
育
職
員

勤
務
場
所
・
募
集
人
数　

富

勢
保
育
園
、
一
人

対
象　

保
育
士
資
格
か
幼
稚

園
教
諭
免
許
が
あ
る
か
た

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
、
土
曜

日
午
前
８
時
半
〜
正
午
※
原
則

と
し
て
一
カ
月
十
二
日
、
う
ち

二
日
は
半
日
勤
務
（
勤
務
日
は

園
長
の
指
示
に
よ
る
）

賃
金
（
時
給
）　

保
育
士
有

資
格
者
＝
九
百
十
円
、
幼
稚
園

教
諭
免
許
保
有
者
＝
八
百
七
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
を
持
っ
て
、
８
月
23
日

（
月
）
ま
で
に
富
勢
保
育
園
へ

直
接問

富
勢
保
育
園
☎
７
１
３
１

│
０
０
１
２

時
間
外
保
育
職
員

勤
務
場
所
・
募
集
人
数　

土

南
部
保
育
園
、
一
人

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
８
時
半
・
午
後
３
時

半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

賃
金（
時
給
）　

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八
百

七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
８
月
23
日
（
月
）
ま

で
に
土
南
部
保
育
園
へ
直
接

そ
の
他　

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
先

問
土
南
部
保
育
園
☎
７
１
７

３
│
７
８
１
１

自
衛
官

募
集
職
種　

①
航
空
学
生

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
②
一
般
曹
候

補
学
生
③
曹
候
補
士
④
二
等
陸

海
空
士

対
象　

高
等
学
校
卒
業
以
上

で
①
＝
二
十
歳
以
下
②
＝
二
十

三
歳
以
下
③
・
④
＝
二
十
六
歳

以
下
の
か
た

◎
受
け
付
け
は
９
月
10
日

（
金
）
ま
で
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を

問
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎

７
１
６
３
│
６
８
８
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
か
た
は
、
所
得
状

況
届
と
手
当
証
書
を
９
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
障
害
福
祉
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
年

内
に
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
該
当
者
に
は
す
で
に
通
知

し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
３
６

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使

用
申
し
込
み
を
開
始

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
髙
島

屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
八

階
）
の
平
成
17
年
4
月
1
日
〜

平
成
18
年
3
月
31
日
の
使
用
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た
①
市
内
在
住
の
個

人
②
市
内
に
事
務
所
や
活
動
の

拠
点
が
あ
り
、
会
員
や
出
展
者

の
過
半
数
が
市
内
在
住
の
団
体

　

使
用
料　

一
日
＝
一
万
六
千

八
百
円
※
入
場
料
の
徴
収
や
展

示
品
等
の
販
売
を
す
る
場
合
は

三
万
三
千
六
百
円

申
し
込
み　

９
月
1
日
（
水
）

か
ら
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
四
階
）
で
配
布
す
る
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

9
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
文
化

課
へ
直
接
持
参
を
※
一
団
体
に

つ
き
一
回
だ
け
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

　

問
文
化
課
☎
７
１
６
７
│
１

４
９
４

柏
た
な
か
駅
東
西
連
絡

通
路
の
都
市
計
画
変
更

原
案
説
明
会

と
き　

８
月
29
日
（
日
）
午

前
10
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ　

北
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接問

都
市
計
画
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
４
４

小
作
地
所
有
状
況
の
縦

覧と
き　

９
月
１
日
（
水
）
〜

30
日
（
木
）
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ　

農
業
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
第
二
庁
舎
三
階
）

内
容　

平
成
16
年
８
月
１
日

現
在
の
小
作
地
の
所
有
状
況

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
７

１
６
７
│
１
５
４
９

建
築
物
防
災
週
間

８
月
30
日
（
月
）
〜
９
月
５

日
（
日
）
は
建
築
物
防
災
週
間

で
す
。
火
災
・
地
震
等
の
災
害

は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
家
具
の
転
倒
防
止
等
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
災
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
建
築
指
導
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
４
５

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康

診
断

と
き　

来
年
３
月
10
日（
木
）

ま
で対

象　

県
内
在
住
で
、
原
爆

被
害
者
の
実
子
の
か
た

費
用　

無
料
※
検
査
の
種
類

に
よ
り
一
部
自
己
負
担
あ
り

申
し
込
み　
「
被
爆
者
二
世

健
康
診
断
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・
被
爆
者
で
あ
る
親
の

氏
名
・
住
所
・
被
爆
者
手
帳
番

号
を
書
い
て
、
〒
２
６
０
│
８

６
６
７　

千
葉
県
健
康
福
祉
指

導
課
援
護
恩
給
室
へ
、
来
年
２

月
10
日
（
木
）
ま
で
に
郵
送
で

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
昨
年

度
未
受
診
者
を
優
先

問
千
葉
県
健
康
福
祉
指
導
課

☎
０
４
３
│
２
２
３
│
２
３
４

９
建
築
組
合
連
合
会
柏
支

部
柏
工
会
の
包
丁
研
ぎ

と
き　

８
月
15
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決

行
と
こ
ろ　

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー

柏
中
央
店
（
千
代
田
二
丁
目
）

◎
売
り
上
げ
は
社
会
福
祉
事

業
に
寄
付
さ
れ
ま
す

問
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

７
１
６
３
│
９
０
０
１　

千
葉
県
暴
力
団
追
放
県

民
会
議
の
移
動
暴
力
相

談
所

と
き　

８
月
18
日
（
水
）・

来
年
１
月
19
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

東
葛
飾
県
民
セ
ン

タ
ー
（
松
戸
市
）

そ
の
他　

千
葉
県
暴
力
団
追

放
県
民
会
議
事
務
局（
千
葉
市
）

で
は
、
毎
日
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日

を
除
く
）
に
無
料
相
談
（
電
話

も
可
）
を
行
っ
て
い
ま
す

問
同
事
務
局
☎
０
４
３
│
２

５
４
│
８
９
３
０

米
国
社
会
科
教
科
書
研
究
会　

㈰
か
㈭
10
時
（
月
二
回
）、
根
戸

近
セ
。
㊊
三
千
円
。
上
橋
☎
７
１

３
４
│
５
０
６
６

す
み
れ
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ　

毎
㈮
10

時
、
中
公
。
○入
千
円
、
㊊
千
五
百

円
。
山
本
☎
７
１
４
３
│
４
８
８

７
柏
ね
ぶ
た
・
ハ
ネ
ト
「
飛
龍
連
」

随
時
。「
青
森
ね
ぶ
た
」
に
関
連

す
る
行
事
に
参
加
。
無
料
。
小
林

☎
７
１
４
６
│
０
５
５
８

永
楽
台
け
ん
玉
ク
ラ
ブ　

月
二

回
㈮
10
時
、
永
楽
台
近
セ
。
○入
千

円
、
㊊
千
円
。
小
川
☎
７
１
６
９

│
０
２
４
１

合
気
道
研
修
館　

毎
㈯
19
時
、

西
原
中
。
中
学
生
以
上
。
○入
二
千

円
、
㊊
千
五
百
円
。
五
上
☎
７
１

６
４
│
０
５
０
８

フ
ラ
ダ
ン
ス
「
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
」

第
一
〜
三
㈭
19
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。
初
心
者
。
○入
千
円
、
㊊
三
千

円
。
髙
橋
☎
７
１
４
５
│
７
７
１

８
社
交
ダ
ン
ス
「
ゆ
り
の
会
」　

毎
㈮
18
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
○入

千
円
、
㊊
四
千
円
。
村
尾
☎
７
１

４
３
│
５
８
５
５

着
付
サ
ー
ク
ル　

第
二
・
四
㈬ 

10
時
、柏
の
葉
総
合
公
園
体
育
館
。

○入
三
千
円
、
㊊
三
千
円
。
藤
井
☎

７
１
６
６
│
８
７
３
８

着
付
「
さ
く
ら
会
」　

第
一
・

三
㈪
14
時
、
中
公
。
○入
三
千
円
、

㊊
三
千
円
。
谷
谷
（
や
や
）
☎
７

１
３
３
│
５
８
１
０

着
付
「
椿
会
」　

第
二
・
四
㈫

10
時
半
、富
里
近
セ
。
○入
三
千
円
、

㊊
三
千
円
。
植
木
☎
７
１
７
５
│

５
７
８
９

ア
イ
デ
ア
研
究
会　

第
一
㈰
14

時
、寺
島
文
化
会
館
。
㊊
五
百
円
。

石
田
☎
７
１
６
２
│
０
４
８
６

よ
さ
こ
い
柏
紅
塾　

毎
㈭
・
㈯

18
時
半
、
土
小
・
根
戸
近
セ
。
踊

り
子
募
集
。
㊊
千
円
。
小
林
☎
７

１
７
３
│
７
９
７
３

育
児
サ
ー
ク
ル
「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
く

ら
ぶ
」　

月
二
回
㈫
10
時
、
富
里

近
セ
。
未
就
園
児
ま
で
。
㊊
二
百

円
。
立
澤
☎
７
１
６
９
│
６
９
４

３

居
合
道
「
土
佐
直
伝
英
信
流
」

毎
㈰
17
時
、高
田
近
セ
。
○入
千
円
、

㊊
二
千
五
百
円
。
山
崎
☎
７
１
７

２
│
１
４
７
２

フ
ラ
ダ
ン
ス
「
フ
キ
ラ
ウ
」　

第
一
・
三
㈫
13
時
、
柏
寿
荘
。
六

十
歳
以
上
。
㊊
千
五
百
円
。
有
川

☎
７
１
３
１
│
４
５
６
６

小
唄
愛
好
会　

月
三
回
㈪
と
㈮

13
時
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
豊

住
）
ほ
か
。
小
唄
・
新
内
小
唄
・

端
唄
と
三
味
線
。㊊
四
千
五
百
円
。

兵
藤
☎
７
１
３
９
│
１
０
８
６

卓
球
「
わ
か
ば
会
」　

毎
㈯
18

時
、
豊
四
季
中
と
毎
㈰
11
時
、
柏

二
小
。
女
性
。
○入
千
円
、
㊊
千

円
。
青
山
☎
７
１
４
５
│
０
６
０

７
（
18
時
以
降
）

社
交
ダ
ン
ス
「
あ
み
ゅ
ぜ
・
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
」　

月
三
回
㈪
18

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
㊊
三
千
五
百

円
。
秋
山
☎
７
１
６
３
│
０
７
８

７
社
交
ダ
ン
ス
「
柏
桜
会
（
Ｂ
）」

第
一
〜
三
㈮
13
時
、
根
戸
近
セ
。

初
心
者
。
○入
千
円
、
㊊
三
千
円
。

舘
林
☎
７
１
３
３
│
２
８
９
５

　

社
交
ダ
ン
ス
「
ソ
シ
ア
ル
ス
ポ

ー
ツ
ダ
ン
ス
」　

毎
㈫
19
時
、
柏

ビ
レ
ジ
近
セ
。
初
心
者
。
○入
二
千

円
、
㊊
三
千
五
百
円
。
井
上
☎
７

１
３
１
│
６
９
６
４

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
英
会
話　

毎
㈯

15
時
、
千
代
田
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。
㊊
三
千
五
百
円
。
講
師
は
イ

ギ
リ
ス
人
。
平
田
☎
７
１
４
８
│

３
３
５
４

詩
吟
「
錦
城
会
」　

月
三
回
㈯

15
時
、
中
公
。
○入
千
五
百
円
、
㊊

三
千
八
百
円
。
森
田
☎
７
１
３
２

│
０
１
２
０

学
習
活
動
「
知
縁
の
会
」　

第

一
㈬
９
時
半
、
田
中
近
セ
。
六
十

五
歳
以
下
の
か
た
。㊊
百
七
十
円
。

森
☎
７
１
３
１
│
４
４
２
３

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
２
団　

月

二
回
㈰
10
時
、
中
公
ほ
か
。
年
長

児
か
ら
。
㊊
二
千
円
。
北
村
☎
７

１
３
３
│
５
０
５
８

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
の
た
め

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

平成16年（2004年）8月15日⑦ 第1223号

問健康推進課 ☎7164－3333

別表のとおり
市内在住・在勤で、16歳以上のかた（妊
娠中のかたを除く）
①問診と胸部エックス線検査＝無料
②たんの検査（40歳以上で、問診の結
果必要と判断されたかた）＝600円※老
人医療受給者と市民税非課税世帯か
生活保護世帯のかたは免除
ボタンやホック、金具、蛍光塗料のついて
いない衣類を着用し、湿布薬や磁気治
療器、ネックレス等ははずすこと
当日、会場へ直接
事前通知が届いているかたは持参を

※受付時間は、○印なし＝男性：午前9時～9時半、
女性：午前9時半～11時　○印＝男性：午後1時～
1時半、女性：午後1時半～2時半

とき・ところ
対 　 象

検査内容
・ 費 用

注 意

申し込み
そ の 他

田中近隣センター 27 ― 4 ―
西原近隣センター ― 3・17 21 10
布施近隣センター 26 ― 12 ―
松葉近隣センター 25 10 14 4
高田近隣センター ― 2 ― 16
豊四季台近隣センター 30 6・7 20・27 15
保健センター ○16 ― 2・○22・30 13
新富近隣センター ― 13 5 ―
新田原近隣センター ― 8 25・26 ―
富里近隣センター 19 ― 15・29 ―
永楽台近隣センター 18 15 6 ―
増尾近隣センター 17 16 28 12
光ケ丘近隣センター 23・24 24 19 2・8・9
南部近隣センター ― 9・28 7・13 ―
藤心近隣センター 20 29 8 ―
根戸近隣センター ― 30 1 ―
旭町近隣センター 31 ― ― ―
酒井根近隣センター ― 1 ― ―

と　　き
 8月 9月 10月 11月 

結核・肺がん検診

と こ ろ

　結核は昔の病気ではなく、近年増える傾向にありま
す。年に一度、胸部エックス線検査を受診しましょう。



ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
13
日
に

開
幕
し
た
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
前
々
回
の
ア
ト
ラ
ン
タ
以
来
の

出
場
と
な
る
。
長
身
を
生
か
し
た
シ

ュ
ー
ト
と
体
を
張
っ
た
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
が
勝
敗
の
鍵
を
握
る
、
ま
さ
に
日

本
チ
ー
ム
の
大
黒
柱
だ
。
光
ケ
丘
に

本
拠
地
が
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
の
メ
ン

バ
ー
で
、
二
年
連
続
で
Ｗ
リ
ー
グ
最

優
秀
選
手
に
選
ば
れ
て
い
る
。

小
学
四
年
生
で
始
め
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
。
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
っ
た

瞬
間
の
快
感
が
彼
女
を
と
り
こ
に
し

た
。
長
崎
市
の
高
校
を
卒
業
後
、
ジ

ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
（
当
時
・
共
同
石

油
）
に
入
り
、
今
年
で
十
三
年
目
。

今
で
こ
そ
常
勝
チ
ー
ム
だ
が
、
入
社

当
時
は
宿
敵
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
の

リ
ー
グ
十
一
連
覇
が
続
く
。「
練
習

し
て
も
練
習
し
て
も
勝
て
な
い
。
そ

の
と
き
は
本
当
に
苦
し
く
、
何
度
も

や
め
よ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
。
踏

み
と
ど
ま
れ
た
の
は
友
達
や
フ
ァ
ン

か
ら
の
暖
か
い
励
ま
し
だ
。「
自
分

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
勇
気

付
け
ら
れ
る
人
が
い
る
ん
だ
、
と
そ

の
と
き
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
語

る
表
情
は
優
し
く
、
勝
負
の
世
界
に

似
つ
か
わ
し
く
な
い
感
す
ら
あ
る
。

自
分
は
周
り
に
育
て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
両
親
、
コ
ー
チ
、
チ
ー
ム

メ
ー
ト
…
。
人
と
の
出
会
い
が
彼
女

を
精
神
的
に
大
き
く
し
た
。
試
合
で

は
一
つ
の
ミ
ス
が
流
れ
を
変
え
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ「
大
丈
夫
、

大
丈
夫
」
と
笑
っ
て
チ
ー
ム
を
支
え

る
。チ
ー
ム
内
で
の
信
頼
は
絶
大
だ
。

「
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
こ
と
は

必
ず
将
来
大
き
な
財
産
に
な
る
。
一

生
懸
命
に
な
る
こ
と
を
か
っ
こ
悪
い

と
か
、
無
駄
だ
と
か
思
わ
な
い
で
頑

張
っ
て
」
と
自
ら
の
経
験
か
ら
中
・

高
生
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

ひ
た
む
き
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
愛
し
、
高
校
三
年
生
か
ら
日
本
代

表
で
活
躍
し
て
き
た
。
ア
テ
ネ
を
最

後
に
引
退
す
る
。「
メ
ダ
ル
獲
得
は

目
標
の
一
つ
で
す
が
、
な
に
よ
り
自

分
の
プ
レ
ー
を
や
り
遂
げ
た
い
。
今

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
へ
の
恩
返
し
の
意
味
を
込
め

て
」世

界
の
強
豪
相
手
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

人
生
を
賭
け
た
熱
い
戦
い
が
、
今
ま

さ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

長
崎
県
出
身
。
三
十
歳
。
光
ケ
丘

二
丁
目
在
住

古紙配合率100％再生紙を使用しています100

No.393

 はま　ぐち　　　　  のり　  こ

浜口　典子さん

アテネ五輪女子バスケ日本代表

自分らしいプレーで恩返し
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9月5日㈰まで開催中

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 ☎7164－6413

芹沢 介　のれん

第1223号 ⑧

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ
ー
。
常
に
厳
し
い

マ
ー
ク
に
あ
う（
４
月
の
米
国
遠
征
か
ら
）

落葉文のれん（絹紬）
　茶の地に枯れ葉が描かれ、秋の風情が感じ
られる。5種類の葉の散りゆく姿が絶妙なバラ
ンスで配されている。（株式会社すずや所蔵）

　およそ200の国と地域から10,500人が出場す
るアテネオリンピック。2大会ぶり3回目の出場
となる日本女子バスケットボールチームには、
光ケ丘に本拠地があるジャパンエナジー JOMO
サンフラワーズからヘッドコーチ・選手など12
人が選ばれています。8月4日、市役所で壮行会
が行われ、本多市長の「1日でも多く活躍する
姿を見せてください。応援しています」との言
葉に、選手たちは健闘を誓っていました。8月
22日㈰まで予選が行われ、上位4チームが決勝
トーナメントへ進みます。

　

夏
の
夜
空
に
咲
い
た
大
輪
の
花
│
│
。
手
賀
沼
の
浄
化
を
願

う
毎
年
恒
例
の
手
賀
沼
花
火
大
会
が
８
月
７
日
、
昼
間
の
暑
さ

も
薄
ら
い
で
き
た
午
後
７
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場
を
訪

れ
た
浴
衣
姿
の
カ
ッ
プ
ル
や
親
子
連
れ
な
ど
は
、
花
火
が
上
が

る
ご
と
に
歓
声
や
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
花
火
を
撮
影
す
る
人
も
…
。
柏
・
我
孫
子
・
沼

南
の
三
会
場
で
計
一
万
六
千
発
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
。
今
年

の
夏
の
素
敵
な
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

アテネへ夢を乗せて
女子バスケ日本代表壮行会

ヒ
ュ
〜
ッ
、ど
っ
ド
ー
ン
！

手
賀
沼
花
火
大
会

　2人の幸せをストリートで祝
福──。8月8日、公募で選ばれ
た3組のカップルの結婚式が、
柏二番街（柏駅東口）に設けら
れた特設ステージで行われまし
た。オリジナルソングの演奏や、
本多市長などによる結婚証明書
の発行、柏ゆかりのスポーツ選
手からの記念品贈呈など、“街
全体〞で各カップルの愛を認証
しました。真夏の暑さに負けな
いほど、アツアツの3組でした。

永
遠
の
愛
を
誓
い
ま
す

　
　

柏
二
番
街
で
ス
ト
リ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

　「いちかし」の愛称で親しまれている市立柏
高等学校。市制施行50周年記念事業として、
かしわインフォメーションセンター（ファミ
リかしわ3階）とその向かいの特設会場では、
8月7日から「市立柏高校～温故知新～」と題
したパネル展が開かれています。ブラスバン
ドや女子バレーボールなど全国大会レベルの
活躍をしている部活動や国際交流活動などを
紹介しています。買い物ついでに立ち寄って
みてはいかが。パネル展は8月29日㈰まで。

市柏ってすごーい
パネル展を開催


